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～今月の表紙～　しっかり手洗い
　市内の保育園では子どもたちがしっか
りと手洗いをしています。皆さんも感染
症などの予防のため手洗いをしましょう。



←

｢あったか市政｣第２  ステージを前進
～「未来を拓く」をテーマ     に全力で市政運営 ～

―
２
年
度
の
市
政
運
営
の
考
え
方
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

２
年
度
は
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
市
政
運
営
を
継
続
・
発
展
さ
せ

つ
つ
、
未
来
を
見
据
え
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た「
あ
っ
た
か
市
政
」第

２
ス
テ
ー
ジ
を
本
格
的
に
前
進
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
市
政
運
営
の
テ
ー
マ
を
「
未
来

を
拓
く
」
と
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え

も
盛
り
込
ん
だ
改
定
総
合
戦
略
を
推

進
し
つ
つ
、「
防
災
」と「
教
育
」を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
の
実
現
へ

令
和
２
年
度　

蕨
市
の
予
算

　

令
和
２
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
２
㌻
か
ら
９

㌻
ま
で
、
新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
２
、
３
㌻
で
は
、
賴
髙
英
雄
蕨
市
長
に
新
年
度
の
市
政
運
営
や

予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
２
つ
の
重

点
事
業
と
未
来
へ
の
３
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
力
強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
を

生
か
し
た
防
災
都
市
づ
く
り

市
長　

防
災
対
策
の
推
進
と
し
て
、

引
き
続
き
学
校
で
の
避
難
所
運
営
訓

練
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
学
校

単
位
の
避
難
所
運
営
協
議
会
を
設
立

す
る
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
の
導

入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

更
に
は
、
消
防
署
塚
越
分
署
の
建
替

市政運営のテーマ：｢未来を拓く｣
▶時代の変化に対応し、新しい時代を

切り開く２つの重点事業
　◇地域のコミュニティ力を

生かした防災都市づくり
　◇時代の変化に対応した教育の充実

▶蕨の未来に向けた３大プロジェクト
　◇超高齢社会に対応したまちづくり
　◇蕨の玄関口にふさわしい

駅前再開発の推進
　◇市民サービスと災害対応の

拠点となる市役所の建替え

【
２
つ
の
重
点
事
業
】

賴
より

髙
たか

 英
ひで

雄
お

 蕨市長
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←

｢あったか市政｣第２  ステージを前進
～「未来を拓く」をテーマ     に全力で市政運営 ～

え
整
備
を
引
き
続
き
進
め
、
８
月
か

ら
業
務
を
開
始
さ
せ
る
ほ
か
、
現
場

で
活
動
す
る
指
揮
車
を
更
新
し
、
消

防
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

教
育
の
充
実

市
長　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
加
速
さ

せ
る
た
め
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
の

パ
ソ
コ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
、
２

年
度
か
ら
順
次
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
全
小
・
中
学
校
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
外

国
語
指
導
助
手
を
増
員
し
、
一
校
一

人
体
制
に
す
る
ほ
か
、
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
ま
ず
は
全
３
中

学
校
に
お
い
て
設
計
を
行
い
ま
す
。

①
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り

市
長　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

要
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
市
内
３
か
所
目
を
塚
越

地
区
に
整
備
す
る
た
め
、
公
募
な
ど

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
ほ
か
、
地

域
医
療
を
支
え
て
い
る
市
立
病
院
に

お
い
て
は
、
昨
年
策
定
し
た
将
来
構

想
に
沿
っ
て
、
急
性
期
の
医
療
機
関

と
し
て
更
な
る
発
展
を
目
指
し
つ
つ
、

引
き
続
き
建
替
え
も
含
め
た
耐
震
化

整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
蕨
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

駅
前
再
開
発
の
推
進

市
長　

蕨
の
活
性
化
と
未
来
へ
の
発

展
に
向
け
た
核
と
な
る
事
業
と
し
て
、

引
き
続
き
準
備
組
合
の
支
援
を
行
い
、

そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
再

開
発
の
中
で
整
備
す
る
新
図
書
館
に

お
い
て
は
、更
に
設
計
作
業
を
進
め
、

便
利
で
誰
も
が
ほ
っ
と
く
つ
ろ
げ
、

豊
か
な
と
き
を
過
ご
せ
る
、
そ
ん
な

施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

③
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
災
害
対
応
の

拠
点
と
な
る
市
役
所
の
建
替
え

市
長　

２
年
度
は
基
本
設
計
を
決
定

し
、
引
き
続
き
実
施
設
計
を
策
定
す

る
ほ
か
、
秋
に
は
市
庁
舎
機
能
を
仮

設
庁
舎
な
ど
に
移
し
、
現
庁
舎
の
解

体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
そ
し
て
令

和
５
年
秋
の
新
庁
舎
開
庁
を
目
指
し
、

安
全
で
利
用
し
や
す
く
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
施
設
に
な
る
よ
う
、
着
実

に
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

―
２
年
度
の
市
政
運
営
に
取
り
組
む

決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

現
在
、
我
が
国
は
超
高
齢
社

会
や
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
歴

史
・
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
豊
か

さ
と
利
便
性
の
高
さ
を
併
せ
持
つ
蕨

こ
そ
、こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
、

全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
力
が
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
２
年
度
も
市
長
と
し
て
引
き

続
き
、
蕨
の
地
域
力
を
生
か
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
全
国
に
誇
れ

る
「
日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

蕨
」の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

【
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

新しいにぎわいの核となる蕨駅西口再開発事業を推進

賴髙 英雄
蕨市長

Interview

　この度の新型コロナウイルス感染症については、ＷＨＯがパ
ンデミック宣言を行い、日本国内においても市中感染が広がる
など、たいへん心配な状況が続いています。
　こうしたなか蕨市では、感染拡大防止に向けて、窓口対応に
当たる市職員のマスクの着用やイベントの中止、公共施設の臨
時休館、蕨戸田市医師会等へのマスクの提供に加え、全小・中
学校を臨時休校とし、その間、学校における児童の預かりや学
童室の開室、校庭の開放など必要な対応を図ってまいりました。
　日本国内においては、都市部を中心に感染拡大がみられ、今
後、感染者が急増する事態も起こりかねない状況となっており、
蕨市では引き続き、市民の皆さんの健康と安全を第一に適切な
対応を図ってまいります。また、事業活動に深刻な影響を受け
ている中小事業者や生活が困難な人への支援について、国の施
策と連動しながら、速やかな対応を行ってまいります。
　市民の皆さんには引き続き、感染予防に取り組んでいただく
とともに、国や県、蕨市からの正確な情報を基に落ち着いた行
動を心がけていただきますよう、お願いいたします。

令和２年３月25日

新型コロナウイルスの感染拡大防止へ
蕨市長　賴髙英雄
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分署完成で防災力が向上

６
つ
の
柱
で
推
進

蕨
の
ま
ち
づ
く
り

■４㌻～７㌻に掲載している ｢主な事業とその予算｣ の金額は１万円未満を切り捨てにしています

安全で安心して
　　　暮らせるまち

　

続
く
４
㌻
か
ら
７
㌻
ま
で
は
、
令
和
２
年
度
の
新
規
事
業
や
主
な

取
り
組
み
な
ど
を｢
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

｢
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

声期待の

　塚越分署を拠点とする消
防団の団員です。災害に強
く機能が充実した新施設に
なると、一市民として安心
ですし、一団員としてもモ
チベーションが揚がります。
仲間たちといっそう訓練に
励んでいきたいですね。

　災害情報を伝える上で中心的な役割を
果たす防災行政無線のデジタル化を図る
とともに、高性能スピーカーを導入し、
より広い範囲に音声が届くよう改善しま
す。併せて希望者にメールや電話、ファ
ックスなどで放送内容を伝える機能も加
え、情報伝達の強化を図っていきます。

　東小学校と東中学校で避難所運営訓練を
実施するとともに、新たに学校単位の避難
所運営協議会を立ち上げ、地域のコミュニ
ティ力を生かした防災対策を推進します。

　防災・消防行政拠点の一つである消防署塚越分署の整備は、７月
末に完了し、８月から業務をスタートさせる予定です。新分署は地
上３階建てで、防火水槽や自家発電設備、訓練用放水壁、多目的ト
イレを新たに設置するなど、より充実した機能を備えた施設です。

加
か

山
やま

 実
みのる

 さん
塚越１丁目

～防災行政無線のデジタル化～

～自主防災組織への支援～ ～消防署塚越分署の建替え～

▶�

防
災
行
政
無
線
を
更
新
（
写
真

は
現
在
の
機
器
）

▶
昨
年
度
の
避
難
所
運
営
訓
練
の
様
子

▲�７月末の完成に向け、工事を進
めています
▶消防署塚越分署の完成イメージ

主な事業とその予算

◇新庁舎建設の推進･･･････････････････ 4億2,348万円
　→�新庁舎建設工事設計（１億146万円）、現庁舎解体工事（２

か年事業の今年度分として１億3,967万円）､ 仮設庁舎等
の整備・移転（１億4,762万円）など　※基本設計（案）
のパブリック・コメントを実施中です（詳細は本紙10㌻）

◇防災行政無線のデジタル化･･･････････ 2億7,912万円
　→�昨年度の設計に続き、工事を実施（詳細は下欄）

◇自主防災組織への支援････････････････････ 204万円
　→�自主防災組織の資機材等の購入補助のほか、避難所運営

訓練などを実施します（詳細は下欄）

◇消防署塚越分署の整備･･･････････････ 1億5,331万円
　→�昨年度から進めている建替え整備を実施（詳細は右下囲み）

◇消防指揮車の更新･･････････････････････ 1,016万円
　→�火災・事故現場で活動する指揮車を更新

◇高齢者運転免許証返納者への支援･･････････ 303万円
　→�運転免許証を自主返納した65歳以上の人にタクシー券か国

際興業バスの回数券を配布（詳細はお知らせ版２㌻）

◇道路照明灯調査等委託料････････････････ 1,788万円
　→来年度に約1,100基のＬＥＤ化を図るため、調査等を実施
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将来見据えた教育を期待

豊
か
な
個
性
を
育
み

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
輝
く
ま
ち

声期待の 主な事業とその予算

◇民間認可保育園の管理運営･････････ 8億9,250万円
　→�新たに１園開園し、これに伴い、民間認可保育園は９

園になったほか、既設の保育園の定員を拡充しました

◇小規模保育園の管理運営･････････････ 5億900万円
　→�新たに家庭保育室から小規模保育園へ移行する２園を

含む計14園分の管理運営に関する費用

◇民間留守家庭児童指導室の管理運営･新設･･･ 3,721万円
　→�民間留守家庭児童指導室２施設の管理運営に関する費

用（2,461万円）のほか、来年度開設する施設への整
備に関する補助金（1,260万円）を計上

◇留守家庭児童指導室の管理運営･････ 1億3,360万円
　→�計16施設の管理運営に関する費用

◇小・中学校ＩＣＴ環境の整備･･･････ 3億1,637万円
　→�国が示すＧＩＧＡスクール構想に基づき、さまざまな

整備を進めます（詳細は左囲み）

◇中学校体育館空調設置工事の設計･･････ 1,703万円
　→�子どもたちの健康を守るとともに、災害時の避難所と

しての機能拡充に向けて、学校体育館にエアコン設置
を推進していくなか、今年度は全中学校で設計を実施

◇外国語教育等推進事業････････････････ 3,785万円
　→�小学５、６年生の外国語教科化と小学３年～６年生の

年間授業時間数の増加に伴い、外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）を７人から10人に増員し、一校一人体制とします

◇35人程度学級の実施･･････････････････ 2,553万円
　→引き続き、小学校全学年において35人程度学級を実施

　情報社会の現代において、
学校の環境整備が進むこと
は保護者として賛成です。
情報機器を使いこなす力の
習得とともに、引き続き将
来を見据え、自ら考える力
やコミュニケーション能力
を育む教育を期待します。

　令和５年度までに児童生徒に一人一台のパソコ
ン整備を目指し、２年度は小学５、６年生、中学
１年生、特別支援学級に整備するほか、全小・中
学校に高速大容量の通信ネットワークとして無線
ＬＡＮを整備します。更に教育センターの環境も
整備し、教員の指導力向上を図ります。

山
やま

口
ぐち

 妙
たえ

 さん
北町１丁目

～小・中学校ＩＣＴ環境の整備～

１　子どもたちの笑顔が広がるまちに
２　�定員69人の蕨錦町ゆたか保育園を錦
町３丁目に開設します

３　�子どもたちの外国語活用能力の向上
や国際感覚育成の充実に向け、外国
語指導助手を一校一人体制にします

４　�学校体育館へのエアコン整備を計画
的に進めます（第一中学校）

２
１

３

４
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■４㌻～７㌻に掲載している ｢主な事業とその予算｣ の金額は１万円未満を切り捨てにしています

み
ん
な
に
あ
た
た
か
く

　
　

健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち

主な事業とその予算

◇都市計画マスタープラン等の策定････････ 1,048万円
　→�２か年事業の２年目。長期的な市の都市計画に関する方

針などを策定します

◇市民公園の大型複合遊具更新工事の設計････ 453万円
　→�来年度のリニューアルに向けて、市民参加のワークショ

ップを開催し、意見を踏まえて、設計を実施します

◇公園施設長寿命化計画の策定･･････････････ 662万円
　→�市民公園、三和公園、あけぼの公園、中央公園、大荒田

交通公園の５園の長寿命化計画を策定します

◇橋りょう改修事業･･････････････････････ 4,520万円
　→�４橋の工事と１橋の工事設計を実施します

◇錦町土地区画整理事業特別会計への操出金･･････････
　･･･････････････････････････････････ 8億9,709万円
　→�特別会計（総額14億5,500万円）への繰出金。今年度は家

屋移転19棟分の計上に加え、昨年度の国の補正予算も活
用し、計27棟を計画するなど、事業の推進を図ります

主な事業とその予算

◇�地域密着型サービス等整備助成事業費等
補助金･･･････････････････････ 119万円

　→�市内３か所目の地域包括支援センターを塚
越地区に整備するため、公募などの取り組
みを進めます。開設は来年度の予定です

◇有償ボランティア事業補助金････ 60万円
　→�高齢者の介護予防・生活支援と社会参加を

図るため、蕨市社会福祉協議会が実施して
いる事業に要する経費の一部を補助します

◇健康長寿事業･････････････････ 109万円
　→�県の健康マイレージとの連携によるウォー

キングを主体とした健康長寿蕨市モデルを
推進します

◇民間スポーツクラブを活用した特定保健指導
　･･････････････････････････････ 96万円
　→�民間スポーツクラブを活用した運動講座や

栄養講座の実施回数を拡充します

◇受動喫煙防止対策の推進･･･････ 145万円
　→�蕨駅西口の喫煙所を来月撤去し、その後、

周辺の見回りを強化するほか、路上喫煙禁
止区域を示す路面シートを増設します

◇手話通訳者養成準備コースの開設･･･････
　･･････････････････････････････ 56万円
　→�手話普及に向けて、講習会のコースを拡充

着実に区画整理の推進を

心強い支援センター整備

声

声

期待の

期待の

　錦町地区は年々町並みが
きれいになり、わらびりん
ご通りにも信号機が新設さ
れるなど、安全で快適な環
境整備が進められています
ね。区画整理には長い年月
がかかると思いますが、着
実な推進をお願いします。

　母の介護のとき、地域包
括支援センターにはお世話
になり、その必要性は身に
しみています。今後、高齢
化が更に進展していくなか、
塚越地区に施設の整備が進
められていくのは、住民に
とって心強いことですね。

山
やま

本
もと

 涼
りょう

子
こ

 さん
錦町６丁目

太
おお

田
た

 文
ふみ

子
こ

 さん
塚越６丁目

快適で過ごしやすく
　環境にやさしいまち

▲�健康づくりの更なる推進に向けて、特定保健指導
の充実を図ります

▲�高齢者の相談窓口や介護予防の拠点である地域包
括支援センターの増設への取り組みを推進します

◀�

着
実
な
推
進
を
図
る
錦
町
土
地
区
画
整

理
事
業
（
わ
ら
び
り
ん
ご
通
り
）

広報WARABI　6



に
ぎ
わ
い
と
活
力
、
市
民
文
化
と

　
　
　

歴
史
が
と
け
あ
う
元
気
な
ま
ち

主な事業とその予算

◇多文化共生のまちづくりの推進････････････････367万円
　→�多文化共生指針の策定に向けて、外国人も含めた意識調査を

実施するとともに、検討組織を立ち上げ、既存事業等の現状
把握や意識調査の分析などを行います

◇119番通報時等の多言語通訳体制の導入･･････････ 33万円
　→�外国人からの119番通報時や現場対応時に、電話通訳センタ

ーを介した三者間同時通訳を導入します

◇住居表示街区案内板のリニューアル････････････222万円
　→�蕨駅東西口の２基をリニューアルし、多言語化を図ります

主な事業とその予算

◇蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進･･･
　･･････････････････････････4億200万円
　→�蕨駅西口地区市街地再開発組合が実施する

事業に対する補助金。蕨の活性化と未来へ
の発展に向けた核となる事業として、その
推進を図ります

◇蕨ブランド認定品の情報発信････ 94万円
　→�新たな認定品（左写真）のＰＲのため、イ

ベントへの出展やパンフレットの配布など
を実施します

◇商店街街路灯電気料補助金･････ 470万円
　→�商店街が維持管理する街路灯の電気料補助

率を100％に引き上げ、負担の軽減を図り、
新たな活力を生み出していきます

◇中心市街地活性化基本計画の推進･･･････
　･････････････････････････････ 318万円
　→�計画期間を１年延長して、蕨市にぎわいま

ちづくり連合会と引き続き推進するととも
に、空き店舗有効活用事業の更なる利用促
進を図ります

理解し助け合えるまちに

100%補助で商店の負担減

声

声

期待の

期待の

　公民館で外国人に日本語
を教えるボランティアを続
けて10年。多文化共生の実
現にはハードルもあると思
いますが、日本人と外国人
が理解し助け合えるまちを
目指して、一体となり取り
組みを進めたいですね。

　商店街街路灯は、各商店
街で維持管理しているので、
電気料の100％補助により、
負担が軽減して助かります
ね。商店街の一員として、
これからも地域が明るく元
気になるよう、皆さんと力
を合わせていきたいです。

小
こ

西
にし

 政
まさ

勝
かつ

 さん
南町４丁目

滝
たき

澤
ざわ

 祥
よし

勝
かつ

 さん
中央３丁目

一人ひとりの心でつなぐ
　　　笑顔あふれるまち

▲�新たな蕨ブランド認定品の５品目。上から時計
回りに「C11-304蕨保存車」、｢双子織日傘」、「双
子織トラックジャケット」、「蕨書き順Ｔシャツ｣、
｢わらびの蕨もち」

◀
と
も
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　
（
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
）

▶�

商
店
街
の
負
担
軽
減
へ
電
気
料
の
補
助
率
を
１
０
０
％
に
引
き
上
げ
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一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

総　務　費

◎
土
地
購
入
費
（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）
１
３
０
、５
３
７

新

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業

１
０
、１
１
７

新

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
負
担
金

６
３

新
◎◇
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

３
、６
７
４

新
◎
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
支
援

３
、０
３
３

新
◎◇
道
路
照
明
灯
調
査
等
委
託
料

１
７
、８
８
６

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金

６
５
、０
９
４

市
民
会
館
改
修
事
業

５
５
９
、９
９
６

◎◇
新
庁
舎
建
設
等
工
事
設
計
委
託
料

１
０
１
、４
６
４

◎◇
現
庁
舎
解
体
事
業

１
７
４
、２
８
８

◎◇
仮
設
庁
舎
等
移
転
・
整
備
事
業

１
４
７
、６
２
２

新
◎
収
納
対
策（
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
）

５
、０
７
９

拡

住
居
表
示
街
区
案
内
板
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

２
、２
２
２

民　生　費
拡

手
話
通
訳
者
養
成
準
備
コ
ー
ス
の
開
設

５
６
５

新
◇
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
補
助
金

６
０
０

新
◎◇
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備
助
成

事
業
費
等
補
助
金 

１
、１
９
０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

９
０
７
、２
４
７

◎◇
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

８
３
９
、５
３
８

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
６
６
、５
０
７

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料

１
１
、４
４
２

拡
◎◇
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
運
営
費
補
助
金

２
４
、６
１
３

拡
◎◇
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
整
備
費
補
助
金

１
２
、６
０
０

拡
◎◇
民
間
保
育
園
管
理
運
営

８
９
２
、５
０
０

拡
◇
地
域
型
保
育
給
付
費

５
０
９
、０
０
０

新

生
活
保
護
受
給
者
健
康
管
理
支
援
委
託
料

４
、２
１
３

生
活
保
護
費

２
、９
０
０
、７
３
０

衛　生　　費
拡
◇
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た

特
定
保
健
指
導

９
６
０

拡
◎
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
推
進

１
、４
５
８

塵
芥
収
集
委
託
料

１
０
１
、９
３
７

農林水
産業費

フ
ァ
ミ
リ
ー
菜
園
整
備
工
事

１
、９
８
０

商　工　費

◎◇
「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
の
情
報
発
信

９
４
１

拡
◎◇
商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金

４
、７
０
０

◇
観
光
行
事
委
託
料

１
３
、０
６
４

◎◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

３
、１
８
８

土　木　費

舗
装
道
等
補
修
工
事

１
０
０
、１
０
０

◇
橋
り
ょ
う
改
修
事
業

４
５
、２
０
０

市
庁
舎
敷
地
拡
張
に
伴
う
道
路
拡
幅

７
、５
９
０

◎
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
策
定
委
託
料

１
０
、４
８
３

◎◇
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金
４
０
２
、０
０
０

◎◇
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

１
１
８
、１
２
６

◎◇
錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
９
７
、０
９
０

新
◇
公
園
灯
調
査
委
託
料

３
、０
２
５

新
◎◇
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
委
託
料

６
、６
２
２

◎◇
公
園
等
整
備
工
事
設
計
委
託
料

４
、５
３
２

消　防　費
新

三
者
間
同
時
通
訳
委
託
料

３
３
０

◎
消
防
署
塚
越
分
署
整
備
事
業

１
５
３
、３
１
７

指
揮
車
の
更
新

１
０
、１
６
６

◎◇
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

２
、０
４
２

拡
◎
防
災
設
備
改
修
工
事

２
７
９
、１
２
８

教　育　費
新

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
校

連
携
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

９
３
４

拡
◎
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
増
員

３
７
、８
５
６

拡
◎
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

３
、７
３
７

拡
◎
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

２
０
９
、６
１
３

◎
中
学
校
改
修
事
業

２
２
、８
８
８

拡
◎
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

１
０
３
、０
２
６

◎◇
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

５
３

・
主
な
事
業
の
う
ち
、「
新
」
は
新
規
事
業
、「
拡
」
は
拡

充
事
業
、「
◎
」
は
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目
、「
◇
」
は

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
項
目�

単
位
＝
千
円

一般会計（歳入）
科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 伸び率

市 税 11,620,000 11,520,000 100,000 0.9
地 方 譲 与 税 104,000 100,000 4,000 4.0
利 子 割 交 付 金 5,000 15,000 △ 10,000 △ 66.7
配 当 割 交 付 金 50,000 50,000 0 0.0
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金 25,000 50,000 △ 25,000 △ 50.0

法人事業税交付金 40,000 0 40,000 皆増
地方消費税交付金 1,500,000 1,180,000 320,000 27.1
環境性能割交付金 20,000 5,000 15,000 300.0
地方特例交付金 45,000 45,000 0 0.0
地 方 交 付 税 1,140,000 1,330,000 △ 190,000 △ 14.3
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 8,000 8,000 0 0.0

分 担 金 及 び
負 担 金 206,995 313,322 △ 106,327 △ 33.9

使 用 料 及 び
手 数 料 310,542 294,691 15,851 5.4

国 庫 支 出 金 5,033,116 4,395,730 637,386 14.5
県 支 出 金 1,658,016 1,460,143 197,873 13.6
財 産 収 入 94,112 104,731 △ 10,619 △ 10.1
寄 附 金 11,000 11,500 △ 500 △ 4.3
繰 入 金 924,937 1,550,983 △ 626,046 △ 40.4
繰 越 金 150,000 150,000 0 0.0
諸 収 入 844,582 774,500 70,082 9.0
市 債 2,189,700 1,176,400 1,013,300 86.1
自 動 車 取 得 税
交 付 金 0 15,000 △ 15,000 皆減

合 　 　 　 計 25,980,000 24,550,000 1,430,000 5.8
単位＝千円、％

（歳入の概要）
　歳入の約45％を占める市税は、個人市民税・固
定資産税・都市計画税の増などにより、前年度比
１億円増の116億2,000万円を見込んでいます。続
いて、国庫支出金、市債の順となっています。

（主な用語）
市　　　税：�市民税・固定資産税など、皆さんに納めてい

ただいているお金
国庫支出金：�特定の事業を促進する目的で使いみちを指定

し、国から交付されるお金
市　　　債：�多額の費用が必要なもののために、市が政府

や金融機関などから調達する長期的な借入金
県 支 出 金：�特定の事業を促進する目的で使いみちを指定

し、県から交付されるお金

令和２年度

一般会計予算 259億8,000万円
　ここでは市民の皆さんの生活に関係の深い一
般会計の歳入・歳出などについて紹介します。
一般会計は前年度比5.8％増の259億8,000万円。
５つの特別会計と企業会計を合わせた蕨市全体
の予算総額は約474億9,838万円となりました。

市　税
44.7％

諸収入　　　　　　3.2％
使用料及び手数料　1.2％
分担金及び負担金　0.8％
その他　　　　　　2.2％

歳入合計
259億

8,000万円

国庫支出金
19.4％

県支出金 
6.4％

市債
8.4％

地方交付税
4.4％

繰入金
3.5％

7.4％

地方消費税交付金
5.8％

広報WARABI　8



一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

総　務　費

◎
土
地
購
入
費
（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）
１
３
０
、５
３
７

新

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業

１
０
、１
１
７

新

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
負
担
金

６
３

新
◎◇
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

３
、６
７
４

新
◎
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
支
援

３
、０
３
３

新
◎◇
道
路
照
明
灯
調
査
等
委
託
料

１
７
、８
８
６

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金

６
５
、０
９
４

市
民
会
館
改
修
事
業

５
５
９
、９
９
６

◎◇
新
庁
舎
建
設
等
工
事
設
計
委
託
料

１
０
１
、４
６
４

◎◇
現
庁
舎
解
体
事
業

１
７
４
、２
８
８

◎◇
仮
設
庁
舎
等
移
転
・
整
備
事
業

１
４
７
、６
２
２

新
◎
収
納
対
策（
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
）

５
、０
７
９

拡

住
居
表
示
街
区
案
内
板
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

２
、２
２
２

民　生　費
拡

手
話
通
訳
者
養
成
準
備
コ
ー
ス
の
開
設

５
６
５

新
◇
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
補
助
金

６
０
０

新
◎◇
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備
助
成

事
業
費
等
補
助
金 

１
、１
９
０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

９
０
７
、２
４
７

◎◇
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

８
３
９
、５
３
８

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
６
６
、５
０
７

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料

１
１
、４
４
２

拡
◎◇
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
運
営
費
補
助
金

２
４
、６
１
３

拡
◎◇
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
整
備
費
補
助
金

１
２
、６
０
０

拡
◎◇
民
間
保
育
園
管
理
運
営

８
９
２
、５
０
０

拡
◇
地
域
型
保
育
給
付
費

５
０
９
、０
０
０

新

生
活
保
護
受
給
者
健
康
管
理
支
援
委
託
料

４
、２
１
３

生
活
保
護
費

２
、９
０
０
、７
３
０

衛　生　　費
拡
◇
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た

特
定
保
健
指
導

９
６
０

拡
◎
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
推
進

１
、４
５
８

塵
芥
収
集
委
託
料

１
０
１
、９
３
７

農林水
産業費

フ
ァ
ミ
リ
ー
菜
園
整
備
工
事

１
、９
８
０

商　工　費

◎◇
「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
の
情
報
発
信

９
４
１

拡
◎◇
商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金

４
、７
０
０

◇
観
光
行
事
委
託
料

１
３
、０
６
４

◎◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

３
、１
８
８

土　木　費

舗
装
道
等
補
修
工
事

１
０
０
、１
０
０

◇
橋
り
ょ
う
改
修
事
業

４
５
、２
０
０

市
庁
舎
敷
地
拡
張
に
伴
う
道
路
拡
幅

７
、５
９
０

◎
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
策
定
委
託
料

１
０
、４
８
３

◎◇
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金
４
０
２
、０
０
０

◎◇
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

１
１
８
、１
２
６

◎◇
錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
９
７
、０
９
０

新
◇
公
園
灯
調
査
委
託
料

３
、０
２
５

新
◎◇
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
委
託
料

６
、６
２
２

◎◇
公
園
等
整
備
工
事
設
計
委
託
料

４
、５
３
２

消　防　費
新

三
者
間
同
時
通
訳
委
託
料

３
３
０

◎
消
防
署
塚
越
分
署
整
備
事
業

１
５
３
、３
１
７

指
揮
車
の
更
新

１
０
、１
６
６

◎◇
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

２
、０
４
２

拡
◎
防
災
設
備
改
修
工
事

２
７
９
、１
２
８

教　育　費
新

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
校

連
携
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

９
３
４

拡
◎
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
増
員

３
７
、８
５
６

拡
◎
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

３
、７
３
７

拡
◎
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

２
０
９
、６
１
３

◎
中
学
校
改
修
事
業

２
２
、８
８
８

拡
◎
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

１
０
３
、０
２
６

◎◇
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

５
３

一般会計（歳出）
科　　目 本 年 度 前 年 度 比　較 伸び率

議 　 会 　 費 249,915 249,035 880 0.4

総 　 務 　 費 3,368,562 2,868,518 500,044 17.4

民 　 生 　 費 11,898,835 12,023,966 △ 125,131 △ 1.0

衛 　 生 　 費 2,131,290 2,116,196 15,094 0.7

労 　 働 　 費 11,965 52,379 △ 40,414 △ 77.2

農林水産業費 9,449 8,140 1,309 16.1

商 　 工 　 費 219,882 225,781 △ 5,899 △ 2.6

土 　 木 　 費 2,697,734 2,319,149 378,585 16.3

消 　 防 　 費 1,299,825 1,065,573 234,252 22.0

教 　 育 　 費 2,555,516 2,140,700 414,816 19.4

公 　 債 　 費 1,435,655 1,368,936 66,719 4.9

諸 支 出 金 71,372 81,627 △ 10,255 △ 12.6

予 　 備 　 費 30,000 30,000 0 0.0

合 計 25,980,000 24,550,000 1,430,000 5.8

特別会計
会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率

国 民 健 康 保 険 7,110,000 7,724,000 △ 7.9
公 共 下 水 道 事 業 0 1,771,000 皆減
錦町土地区画整理事業 1,455,000 1,450,000 0.3
介 護 保 険 5,447,000 5,310,000 2.6
後 期 高 齢 者 医 療 937,000 934,000 0.3
公共用地先行取得事業 106,000 48,000 120.8
合 　 　 　 計 15,055,000 17,237,000 △ 12.7

企業会計
会　計　名 予算科目 本 年 度 前 年 度 伸び率

病院事業会計 収益的支出 3,317,679 3,282,495 1.1
水道事業会計 収益的支出 1,351,814 1,302,043 3.8
公共下水道事業会計 収益的支出 1,793,895 0 皆増
合 計 6,463,388 4,584,538 41.0

会　計　名 本 年 度 前 年 度 伸び率
一 般 会 計 25,980,000 24,550,000 5.8
特 別 会 計 15,055,000 17,237,000 △ 12.7
企 業 会 計 6,463,388 4,584,538 41.0
合 　 　 　 計 47,498,388 46,371,538 2.4

（歳出の概要）
　歳出の約46％は、子育て支援や高齢者、障害者
福祉などに要する民生費が占めています。続いて、
総務費、土木費の順となっています｡

（主な用語）
民生費：児童、高齢者、障害者福祉などに要する費用
総務費：�人事､ 戸籍､ 情報管理､ 庁舎管理､ 防犯､ 交通安全

などに要する費用
土木費：道路、公園、市営住宅などに要する費用
教育費：学校教育､ 公民館､ 生涯学習などに要する費用
衛生費：健康増進・予防、環境、ごみ処理などに要する費用
公債費：借入金や利子の支払いに要する費用
消防費：消防、救急、災害対策などに要する費用

民生費
45.8％

議会費　　　　1.0％
商工費　　　　0.9％
その他　　　　0.4％

歳出合計
259億

8,000万円

総務費
13.0％

土木費
10.4％

教育費
9.8％

衛生費
8.2％

公債費
5.5％

消防費
5.0％

2.3％

使いみちは
民生費157,228円　総務費 44,511円
土木費 35,647円　教育費 33,768円

衛生費 28,162円　公債費 18,970円
消防費 17,176円　その他  7,830円

単位＝千円、％

市民１人当たりの予算は

 343,292円
※2.1.1の人口（75,679人）で算出

➡

蕨市全体の予算総額　約474億9,838万円

9　広報WARABI



特　集

らび
まちの情

報を

発信しま
す

市政スポ
ット

鉄
骨
造
り
で
、
延
べ
床
面
積
は
約

６
５
０
０
平
方
㍍
と
な
り
ま
す
。

　

本
案
は
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
を
実
施
中
で
す
（
左
下
囲

み
）。皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

今
月
中
に
策
定
し
、
続
い
て
実
施

設
計
を
進
め
、
令
和
５
年
秋
の
新

庁
舎
開
庁
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庁
舎
建
設
室
（
緯

420
・
８
８
６
６
）

　
「
︱

歴
史
・
文
化
を
活
か
し『
未
来

の
蕨
』を
創
造
︱

人
と
環
境
に
や
さ

し
く
、市
民
に
親
し
ま
れ
、安
全
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
」を
目
指
し
、

事
業
を
進
め
て
い
る
新
庁
舎
の
整

備
。こ
の
度
、建
物
の
構
造
等
を
ま

と
め
た
基
本
設
計
案
を
策
定
し
ま

し
た
。
敷
地
面
積
は
現
在
よ
り
６

０
０
平
方
㍍
広
い
約
４
３
０
０
平

方
㍍
に
。構
造
は
地
上
５
階
建
て
、

新
庁
舎
の
基
本
設
計
の
策
定
に
向
け

　
　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

３
年
後
の
完
成
を
目
指
し
て

取
り
組
み
進
む
新
庁
舎
整
備

皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て

今
月
中
に
基
本
設
計
を
策
定

　ここ10、11㌻では、特集・市政スポットとして、現
在実施している新庁舎の基本設計案のパブリック・コ
メントや今年度から取り組みを進めていく改定蕨市ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略について紹介します。

新
庁
舎
案
の
イ
メ
ー
ジ（
詳
細
は
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

新庁舎配置図案（詳細は変更となる可能性があります）

01

パブリック･コメント
今月19日まで実施中

　基本設計案は市ホームページ
か庁舎建設室、市民活動推進室、
各公民館で閲覧可｡ 応募＝19日
までに持参、郵送（必着）、ファク
シミリ、Ｅメールで庁舎建設室
（緯420・8866　捌432・7992　糸
chousha@city.warabi.saitama.jp）

＜事業スケジュール＞
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

基本設計・
実施設計

現庁舎
解体

令和５年秋
供用開始

予定
新庁舎建設

＜概算事業費＞

項　目 概算事業費
（税込み）

新庁舎建設
工事費 39.1億円

現庁舎解体
工事費 2.4億円

設計及び
監理費 2.1億円

合　計 43.6億円

準備
期間

※概算事業費等は今後の実施設計などにより変更となる可能性があります

広報WARABI　10



え
る
環
境
づ
く
り
」、「
将
来
に
わ

た
り
住
み
心
地
が
良
く
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。併
せ
て
、改
定
総
合

戦
略
の
推
進
に
よ
り
、「
地
域
の
持

続
可
能
な
開
発
・
地
方
創
生
」と
国

際
目
標
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」（
下
欄
）と

の
連
携
を
図
り
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画
室
（
緯

433
・
７
６
９
８
）

料
化
の
拡
大
な
ど
子
育
て
支
援
の

充
実
や
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
、
災

害
応
急
対
策
の
強
化
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
蕨
駅
西

口
再
開
発
の
推
進
、
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
各
種
取
り
組

み
を
進
め
、「
子
育
て
し
た
い
と
思

　

平
成
20
年
頃
を
境
に
人
口
減
少

局
面
に
入
り
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
が
進
む
日
本
。
人
口
が
微
増
傾

向
に
あ
る
蕨
市
に
お
い
て
も
、
こ

の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
総
合
戦
略（
上
囲
み
）を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
や
有
識
者
会
議
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

今
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間

と
し
た
改
定
蕨
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
以
下
改

定
総
合
戦
略
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

改
定
総
合
戦
略
は
、「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

基
本
と
し
、
国
の
第
２
期
総
合
戦

略
の
考
え
方
に
合
致
し
た
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す（
下
図
）。
具
体
的

施
策
と
し
て
、
こ
ど
も
医
療
費
無

今
後
も
人
口
問
題
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を

　
　

改
定
蕨
市
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

02

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

切
れ
目
の
な
い
取
り
組
み
を

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ

推
し
進
め
る
改
定
総
合
戦
略

蕨市まち･ひと･しごと創生総合戦略

　少子高齢化の進展に対応し、人口の減少に
歯止めをかけることなどを目的とした地方版
総合戦略として、平成27年に５年間の計画と
して策定｡この期間中､市の人口は3.8％増加し
平成25年の国の研究機関の推計では令和22年
には人口56,993人とされていたものが、最新
の推計では71,854人と大きく改善されました。

特集：わらび市政スポット

①子育てしたいと思える環境づくり
②将来にわたり住み心地が良く活力のある
　まちづくり

まちづくりの理念
みんなで未来の蕨を創る
まちの将来像
安心とにぎわい　みんなにあたたかい
日本一のコンパクトシティ蕨

基本目標Ⅰ　安全で安心して暮らせるまち
（１）ほっとわらび！安全安心プロジェクト

基本目標Ⅱ　豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち
（２）キラリわらび！子ども未来プロジェクト

基本目標Ⅲ　みんなにあたたかく健康に生活できるまち
（３）イキイキわらび！健康密度日本一プロジェクト

にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう
元気なまち

（４）ワクワクわらび！にぎわい創出プロジェクト

基本目標Ⅴ　快適で過ごしやすく環境にやさしいまち
（５）住マイルわらび！暮らし快適プロジェクト

基本目標Ⅵ　一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち
（６）わがまちわらび！市民が主役プロジェクト

蕨の未来の飛躍に向けて
まちの成長と深化を加速するリーディング・プロジェクト

｢コンパクトシティ蕨｣将来ビジョン国第２期総合戦略

課題

基本目標Ⅳ　

改
定
蕨
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
改
定
総
合
戦
略
）

今
後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
へ

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

　「誰一人取り残さない」持続可能で
多様性と包摂性のある社会を実現する
ために掲げられた2030年を年限とする
17の国際目標。2015年９月に国連サミ
ットで全会一致で採択されました。

11　広報WARABI
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは

秘書広報課（緯433・7703）へ

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

▼
円
松
会（
台
湾
の
太
極
拳
）　

月
曜

日　
午
前
９
時
半　
く
る
る　
運
動
し

た
い
人　

月
２
０
０
０
円
≪
石
井
・

緯
080
・
１
３
５
３
・
７
９
３
６
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ
＆

ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金

曜
日　

午
前
６
時
15
分　

城
址
公
園

新
た
に
認
知
症
予
防
教
室
を
開
始
。

詳
細
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
費
用
あ

り
）
≪
平
田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・

６
９
０
７
≫

▼
仁
恵
会（
詩
吟
）　

第
２
～
４
火
曜

日　
午
後
１
時　
東
公
民
館　
会
費
あ

り
≪
小
濃
・
緯
442
・
０
４
８
６
≫

▼
社
交
ダ
ン
ス　

ア
ド
バ
ン
ス
＆
ス

ピ
リ
ッ
ツ　

女
性
会
員
募
集　

金
曜

日　

午
後
７
時　

福
祉
・
児
童
セ
ン

タ
ー　

月
４
０
０
０
円　

プ
ロ
教
師

の
指
導　

初
心
者
大
歓
迎
≪
高
橋
・

緯
090
・
９
３
２
９
・
６
７
４
１
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　
土
曜
日　
午
後

２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・
セ
ー

ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０
円
≪
浦
島
・

緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流
・
井
戸
端

会
議
）
月
１
回　

正
午　

市
内　

５

０
０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

西小学校の縦12.3㍍×横24㍍のビッグフラッグ
西小生に受け継がれたこの一枚に

毎年、６年生が卒業の前に夢を描いて
今年、10年分の思いを載せた旗が完成しました

ビッグフラッグに夢を描いて

０
１
０
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
西
小
学
校
の
ビ
ッ
グ
フ

ラ
ッ
グ
制
作
。
卒
業
生
の
影
山
さ

ん
（
左
写
真
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
、

毎
年
、
６
年
生
が
卒
業
記
念
に
将

来
の
夢
な
ど
を
書
き
込
ん
で
き
ま

し
た
。
先
輩
た
ち
の
思
い
を
在
校

生
が
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て
今
年
、

西
小
生
７
３
０
人
、
10
年
分
の
思

い
が
込
も
っ
た
ビ
ッ
グ
フ
ラ
ッ
グ

が
完
成
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
夢
を
胸
に
刻
み
、
大
き

く
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。

２

こ
の
春
卒
業
し
た
６
年
生
た
ち
（
２
月
14
日
）

西小学校卒業生

影
かげ

山
やま

　洋
ひろし

 さん
※影山さんは市内でビッグフラッグなどを製作する会社の社長

校の子どもたちが夢に
ついて考えるきっかけ

になればと思い作りました。
夢は書くと叶うといわれてい
ます。仲間とともに描いたこ
の日を忘れず、夢をつかんで
くれたら最高です。

母
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▼
男
の
料
理
研
究
会　

第
３
日
曜
日

午
前
９
時
半　

下
蕨
公
民
館　

月
２

０
０
０
円
（
別
途
入
会
金
１
０
０
０

円
）
≪
天
野
・
緯
090
・
８
０
０
７
・

７
７
４
３
≫

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

（
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
）　

第
１
・
３

土
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
東
小
学

校
隣
・
旧
加
藤
文
具
店
２
階　

月
２

５
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

※
要
パ
ソ
コ
ン
≪
星
野
・
緯
444
・
４

８
３
６
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東
小
学

校
か
塚
越
小
学
校　

月
２
５
０
０
円

年
長
～
小
学
生
≪
浦
野
・
緯
090
・
４

１
３
９
・
１
３
８
２
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
～
小
学
生

月
１
５
０
０
～
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
間
１
０
０
０
円
）
活
動
時

間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９
４

８
・
５
９
３
６
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
１
時　

北
町
公
民
館　

年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

●
見
に
来
ま
せ
ん
か

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト　

５
月

24
日　

午
後
１
時　

川
口
市
立
芝
南

公
民
館　

無
料
≪
岩
重
・
緯
070
・
６

６
１
２
・
１
５
９
７
≫

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

７
日
＝

中
央
公
民
館　

10
日
＝
南
公
民
館　

16
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・
緯
090
・
２

３
０
２
・
８
５
１
０
≫

Photo Album
2015

2020 2016

2018 2012

2019

2011

2010年度卒業

内
うち

村
むら

　栞
しお

里
り

 さん

時、体育館いっぱいに
広がるビッグフラッグ

にみんな興奮していました。
楽しみながら書いたことは今
でも覚えています。私は今、
大学で小学校教諭を目指して
勉強中です。これからも夢に
向かってがんばります。

当

2019年度卒業

千
ち

野
の

　結
ゆい

凪
な

 さん

ども向けのキャンプに
ボランティアとして参

加して、みんなを楽しませる
リーダーになりたい」と書き
ました。将来の夢以外にも、
クラス全員でサインを書いた
り、先輩たちの夢を見たりし
て、とても楽しかったです。

「子
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　さつき保育園で、３月３日、ひな祭りの
催しが開かれました。先生によるひな祭り
についてのお話やクイズに続き、お内

だい

裏
り

様、
お雛

ひな

様が登場するパネルシアターのほか、
園児たちがこの日のためにがんばって作っ
たひな飾りの披露があり、会場には、みん
なの笑顔が広がっていました。

みんなが笑顔のひな祭り

　各保育園では時間短縮や換気など新型コ
ロナウイルス感染予防対策を取りながら、
催しを行いました。２月27日はさくら保育
園でお店屋さんごっこが開かれ、お菓子屋
さんやおもちゃ屋さんなど、５歳児クラス
がオープンしたお店に年下の園児たちは大
喜び。みんなでお買い物を楽しみました。

保育園でお店屋さん遊び

　２月29日、ＪＲ蕨駅のホームドアの供用
が開始されました。同駅では、平成29年１
月に盲導犬を連れた男性がホームから転落
する事故が発生。市ではこれを受け、ＪＲ
にホームドアの早期設置を求めてきたほか、
国や県とともに補助を行い、当初の予定よ
り約１年前倒しの設置となりました。

蕨駅ホームドア供用開始

ま
ち
の
話
題

こ
こ
で
は
２
月
下
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

3/27（金）～4/2（木） 3（金）～9（木） 10（金）～16（木） 17（金）～23（木） 24（金）～30（木）
00 タウンタウン

さくら保育園の
お店屋さんごっこ

蕨ブランド認定書授与式

市政ガイド
コミュニティバス

「ぷらっとわらび」の
ルート拡充

特集・ウィークリープラス
地域ぐるみで子育てを
わらびファミリー

サポートセンター

安全安心なまちづくり

高齢者運転免許証
返納制度を開始

市政ガイド

改定蕨市まち・ひと・しごと
創生総合戦略を策定

10 蕨市政なう！

令和２年度
予算のあらまし①

蕨市政なう！

令和２年度
予算のあらまし②

市政ガイド

いきいき健康づくり！
お家でできる

介護予防体操ほか

美術探訪
河鍋暁斎記念美術館　
暁斎・暁翠が描いた
年中行事・おまつり展Part.2

採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

20 特集・ウィークリープラス

まちのＰＲと賑わい創出へ
新たな蕨ブランド認定品①

特集・ウィークリープラス

まちのＰＲと賑わい創出へ
新たな蕨ブランド認定品②

30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」４月の番組表CATV

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

→時から５時までを予定しています　面会を希望するかたは秘書広報課（☎433・7701）までお問い合わせください
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「
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
賢
也
。
音

楽
好
き
の
夫
と
私
と
と
も
に
生

後
３
か
月
に
し
て
ラ
イ
ブ
演
奏

を
聴
き
、
今
で
は
い
ろ
い
ろ
な

音
に
興
味
津
々
で
す
。
名
前
の

一
字
「
賢
」
は
敬
愛
す
る
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
か
ら
も
ら
っ
た
も

の
。
将
来
は
、
そ
の
人
の
よ
う

に
礼
儀
と
思
い
や
り
を
た
い
せ

つ
に
す
る
大
人
に
な
っ
て
、
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

て
が
ん
ば
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
、母
親
の
恵
子
さ
ん
。

賢
けん

也
や

ちゃん（０歳10か月）

大
おお

成
なる

　祐
ゆう

司
し

さん

　　　恵
けい

子
こ

さんの 長男
南町２丁目

　新たに認定された蕨ブランドの５事業者
を対象に３月10日、蕨市役所で「蕨ブラン
ド認定書授与式」を行いました。認定品は
双
ふた

子
こ

織
おり

や市内にあるＳＬなど、どれも蕨の
すばらしい地域資源を生かした魅力的な逸
品です。今後は、市内外に積極的にＰＲし、
さまざまな方法で活用していきます。

新たな蕨ブランド認定品

市
内
中
に
広
め
る

地
域
の
宝

　日本一早く実がなることで知られる蕨生
まれの「わらびりんご」。この地域の宝の普
及活動に取り組むわらびりんごの会の皆さ
んが、３月３日に西公民館で接ぎ木を行い
ました。接ぎ木した50本の苗木は市内の畑
に植えられ、５、６年で実を付けはじめます。

市民と市長の面会日／面会日は原則毎月第１木曜日となります　今月は２日　５月は７日　面会時間は午後１→

～水害対策の取り組み～

想定浸水深表示を
市内電柱に設置

　蕨市では先月、市内の電柱100本に荒川が
氾
は ん

濫した際に想定される浸水の高さや洪水
時の避難所を表示した想定浸水深表示及び
浸水の高さを示す赤いテープの設置を行い
ました（左写真）。　

※
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
基
に
、
町
会
の
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
設

置
箇
所
を
選
定
し
ま
し
た
。 

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
推
進
課
（
☎

433
・
７
７
５
５
）

＜ご活用ください！洪水ハザードマップ＞
　荒川などの周辺河川が氾
濫したときに予測される浸
水範囲とその程度、避難所
等の浸水状況などを掲載。
市ホームページ
で閲覧できるほ
か、市役所や公
民館で配布中。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
防
災
行
政

無
線
な
ど
に
よ
る
避
難
情
報
等

の
意
味
を
直
感
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
、
国
が
５
段
階
の
警
戒

レ
ベ
ル
を
設
定
。
と
る
べ
き
行

動
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
適

切
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

防災一口メモ

―　警戒レベル３　―
高齢者等は避難を

―　警戒レベル４　―
全員速やかに避難を

―　警戒レベル５　―
災害が発生しました、
命を守るための最善の

行動を！

警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
行
動
を
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句
は
自
ら
が
感
じ
た
こ
と

を
表
現
す
る
日
常
の
詩
で

す
。
気
ど
っ
た
り
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
」。そ
う
淡
々
と
話
す
の

は
、
市
内
で
俳
句
の
講
師
や「
帯お

び

」

俳
句
会
の
主
宰
者
と
し
て
活
動
す

る
長
浜
勤
さ
ん
（
65
歳
・
塚
越
１

丁
目
）で
す
。来
月
に
は
同
会
初
の

俳
句
誌｢

帯｣

を
創
刊
し
ま
す
。

　

俳
人
の
曾
祖
父
が
残
し
た
句
集

と
の
出
合
い
を
機
に
、
小
学
生
か

ら
俳
句
に
親
し
み
始
め
た
長
浜
さ

ん
。学
生
時
代
は
独
学
で
し
た
が
、

大
学
卒
業
後
、
多
く
の
俳
人
を
輩

出
す
る「
沖お

き

」俳
句
会
の
門
を
た
た

き
、
本
格
的
に
俳
句
を
詠
み
発
表

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
他
者
か

ら
の
視
点
を
得
た
こ
と
で
、
独
り

よ
が
り
で
な
い
自
己
表
現
に
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
、長
浜

広
報
蕨
　
八
三
二
号
　
令
和
二
年
四
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
「帯」俳句会　代表 　

長
なが

浜
はま

 勤
つとむ

 さん

蕨から俳句を広めたい

さ
ん
。
仕
事
が
忙
し
く
句
会
を
休

ん
で
い
た
時
期
に
は
、
あ
ま
り
良

い
句
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

40
年
に
及
ぶ
キ
ャ
リ
ア
の
な
か

で
、
長
浜
さ
ん
は
停
滞
期
を
乗
り

越
え
な
が
ら
数
々
の
賞
を
受
賞
。

平
成
28
年
に
は
句
集｢

車く
る
ま

座ざ｣

が

み
ご
と
埼
玉
文
芸
賞
に
輝
き
ま
す
。

ま
た
、
俳
人
と
し
て
の
活
動
と
並

行
し
て
俳
句
誌｢

門も
ん｣

の
編
集
に
も

長
年
取
り
組
み
、
更
に
近
年
で
は

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
で
俳
句

の
普
及
な
ど
に
尽
力
し
た
ほ
か
、

市
内
公
民
館
や
介
護
施
設
の
俳
句

教
室
で
講
師
も
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
、｢

こ
れ
か
ら
は

蕨
を
拠
点
に
俳
句
を
広
め
、
地
域

に
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
す
長
浜
さ
ん
。
先
月
で
俳
句

誌｢

門｣

の
編
集
の
役
割
を
終
え
、

現
在
は
、
市
内
で
昨
年
立
ち
上
げ

た「
帯
」俳
句
会
の
同
人
10
人
と
会

員
25
人
に
よ
る
句
を
収
め
た
俳
句

誌｢
帯｣
の
創
刊
準
備
が
大
詰
め
の

段
階
で
す
。「
始
め
て
間
も
な
い
か

た
の
句
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
魅
力
あ
ふ
れ
る
個
性
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
俳
句
は
決
し
て
高
尚

な
も
の
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も

の
で
す
。｢

帯｣

が
そ
の
き
っ
か
け

に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

蕨
に
ま
た
一
つ
、
豊
か
な
文
化
が

芽
生
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

輝

いて
ます

市内のデイサービス施設で俳句を教える長浜さん

Kawanabe
yosa

i

　

背
景
に
は
大
海
原
に
浮
か
ぶ
た
く

さ
ん
の
舟
と
多
く
の
人
々
、
春
の
潮

干
狩
り
の
情
景
が
描
か
れ
、
手
前
で

は
美
し
い
男
女
が
酒
宴
を
開
い
て
い

ま
す
。
本
図
は
暁
斎
が
数
え
33
歳
の

時
、
当
時
の
浮
世
絵
界
の
大お

お

御ご

所し
ょ

で

数
え
79
歳
の
三
代
豊と

よ

国く
に

と
合
筆
し
た

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.47─
暁斎・三代豊国（初代国貞）合筆「江戸名所　築地浪除勝景」　大判錦絵三枚続

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
河鍋暁斎記念美術館　4月25日(土）まで
「暁斎・暁翠が描いた年中行事・おまつり」展
　同時開催「暁斎プラスワンシリーズ34

暁斎を彩る―うちわ絵色差し―」展

「

俳

詳しい内容は
美術館のホー
ムページをご
参照ください

錦
絵
で
す
。
豊
国
が
人
物
を
描
き
、

暁
斎
は
背
景
や
手
前
の
食
べ
物
を
描

い
て
い
ま
す
が
、
右
端
の
女
性
だ
け

は
暁
斎
が
描
い
て
い
る
こ
と
が
、
女

性
の
前
垂
れ
に
「
狂き

ょ
う

斎さ
い

」
と
い
う
暁

斎
が
当
時
用
い
た
画
号
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
分
か
り
ま
す
。

開　館＝午前10時～午後４時　ところ＝南町４-36-４
休　館＝木曜日・毎月26日～末日
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円　小・中学生300円
　　　　�65歳以上500円　※65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証

をご提示ください（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（緯441・9780）


